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東海圏の芸術を考える 一地域 との関係性において一1
A Study of Art in the Tokai Metropolitan Area 
  —focusing on the relationship with community—




ルについては、地域に密着 した自主事業の実施に運営方針の舵が切 られ、舞台芸術における大 き
な変化となった。また美術領域においても地域全体を包み込むイベントが多 く行われるようになっ
た。
本稿では、このような全国的な潮流を踏まえた上で東海圏の芸術を取 り巻 く環境を概観 し、地




本稿は、東海圏における芸術の状況を対象 とするものであるが、近年 「芸術」 と 「文化」の境
界がな くなりつつあり、また両者は複合的に考えられる傾向にあるため、本文中に 「芸術文化」、





「芸術」と 「文化」が、複合語の 「芸術文化」、或いは 「文化芸術」 と呼ばれるようになって
どれ くらい経つだろうか。 この14～5年ほどの動向であろうか。そしてまたこれらの言葉 と並ん
で 「アー ト」や 「アーツ」という言葉も頻繁に耳にするようになった。 しか し 「芸術」 と 「文化」
の違いは何とな く想像できたとしても、それらの複合語である 「芸術文化」や 「文化芸術」が一
体何を意味するのか、英語で表記される 「アー ト」 とその複数形である 「アーツ」は異なるもの




学(ア ー トマネジメント論)、文化経済学という、芸術や文化をどのように扱 うべきか、どのよ
うに活用するのか、 という観点か らの学問領域が急速な勢いで確立 した時期で もある2。これら
のことに目を向けてみると、まるで芸術 も文化 も大 きなうねりの中にいるかのような感がある。
(2)「芸術」 と 「文化」の境界
「芸術」 と言えば伝統的な芸術から先端芸術まで様々な種類があるが、総 じて高尚なイメージ
があり、同時に 「わかりにくさ」が付 きまとう。「美」が存在の条件のようでありなが らも、先








どと範囲が広いため、「自分 と関わりがない」 と感 じる必要がない。人間がいるところには常に
文化が存在する。わかるもわからないも、文化は人間の営みそのものだといえる。
このように考えると、生活から乖離 して存在する 「芸術」 と生活 と共にある 「文化」に接点は
な く、互いに異なる空間に属するといった解釈に落ち着 きがちだ。が、様式美 という概念を創出
して生活に美を取 りこもうとした、柳宗悦による民芸運動3を思いだ してみると、生活の中に美
を感 じるか否かは個人の裁量やセンスに関わっているということになる。柳が注目し続けたもの
は飾 ってお く美術品の美ではなく、暮 らしの中の実用品の持つ素朴 な美である。生活の中にも
「美」は存在可能であり、「芸術」が生活から切 り離されたものであるという思い込みは覆される





































大きなうねりの中にある芸術文化の状況を把握 した上で東海圏における状況を概観 し、 この地域
の芸術が社会や住民との関わりにおいてどのような課題があるのかを探索 していくことを目的と
する。
2.芸 術 を 取 り巻 く近 年(1990年周 辺 ～)の 状 況
2.1日本の概況
芸術を取 り巻 く日本 の環境 は1990年代 に大 きな転換期 を迎 えた。 これは公立文化施設 の急増 に
よ る。公立文化施設の建設 ラッシュは1980年代 か ら少 しずつ始 ま り、1990年代に一気 に拡大 した。
1990～1994年に開館 したホ ール は573館、 美術館 は137館、1995～1999年に開館 したホール数 は
549館、美術館 は120館と、他 の時期 に比 べて高 い。特 に この時期 のホールの開館数 は多 く、実 に
1990年か ら1999年まで の10年間で1,122館の ホールが開館 したこ とにな る。吉本(2008)によれ
ば、「都道府県 や市 町村 が この10年間に文化施設 の建 設 に費 や した予算 は、 なん と3兆7,966億円










このことに起因 してか、地域住民のニーズに応えるような催 し物を積極的に行 う文化施設はほと













ついて、経済学者のボウモルとボウエンによる 「舞台芸術 一芸術 と経済のジレンマー」7が1966
年に出版 されたことをきっかけに、文化政策の見直しが既に国レベルで動いていた。 この文献が
日本語に訳 されて出版 されたのは1994年の事であり、 この約30年のタイムラグが日本の文化政策
の遅れそのものであると感 じられることを付け加えておく。
2.2研 究の トレン ド
このように日本の芸術状況を概観 してみると、ハー ドからソフトへの転換や文化施設の在 り方
への検討、周辺の法整備など、芸術を取 り巻 く環境の大 きなうねりがみえてくる。 これを受けて
もちろん研究の トレンドも移行 した。
まずは前述 したように、文化政策学、芸術経営学(ア ー トマネジメント論)、文化経済学の3つ
の学問領域の確立である。 この三領域 は互いに関係性が強 く、 個別の存在ではない。根木
(2009)によれば、文化政策学(支 援行政、保護行政、設置者行政)の 対象 はアー トマネジメン
ト論(文化芸術の創造発展、文化芸術の保存 ・継承、文化芸術の管理 ・運営)で あり、それらを
支える経済に関する領域が文化経済学であるということである。いずれも2000年代に入 って日本
で活発になってきた新 しい学問である。 これらの領域には、非営利組織運営を専門とする研究者












ための研究が盛んであ る。結 果 として芸術 の フィール ドに専 門家以外 のア ウ トサイダーを迎 える
動 きに も結 びついて いるよ うだ。 音楽領域 で は、 スモール(イ ギ リス)に よる一Musicking8とい
う概念が提示 され、音楽 は作 品ではな く 「で きごと」 として とらえ るべ きではないか と問いかけ
る研究 も注 目されてい る。 この概念 においては どのよ うな フィール ドであれ音楽 とい うで きごと
は起 こりうるととらえ ることがで き、生活 の全 ての シー ンが芸術 のフ ィール ドとい うことになる。
2.3実 践の トレン ド
近年、地域 をま るごと包 み込 んだアー トプ ロジェク トをよ く目にするよ うにな った。 この地方
で も2010年に 「あいち トリエ ンナー レ2010」が開催 され、来年2013年に第2回 の開催 を控 えてい
るが、他 の地方 で もベ ネ ッセアー トサイ ト直島(1989年～)、大地 の芸術祭一越 後妻有 アー トト
リエ ンナー レ(2000年～)、横浜 トリエ ンナー レ(2005年～)な どが ある。 これ らの実践 にみる
よ うな"ま るごと"何 かを包 み込 む実践 は、東京 国際 フォー ラムをメイ ン会場 として東京丸 の内
周辺に約46万人を動 員す る音楽 祭 「ラ ・フォル ・ジュルネ ・オ ・ジャポ ン」 や、文化施設 の全 て
のスペース(ホ ール、 リハーサル室、 エ ン トランス、通路、駐車場、庭 など)を 会場 とするプ ロ
ジェク ト9にもみることがで きる。
そ して それ らのプ ロジェク トで行 われ る企 画 に、近 年の トレン ドの重要 なキ ー ワー ドで ある
「体験」 が見受 け られ る。大掛 か りな プロ ジェク トでは、必ず と言 ってよい ほどに実際 に芸術活
動を体験で きる ワー クシ ョップ10が盛 り込 まれ ている。 そ してそ のよ うな ワー クシ ョップは大掛
か りな企画以外で も行 われてい る。 た とえば障害者施設 や医療施設 へのア ウ トリーチで行 われる
場合に は参加者 の社会体験 と して とらえ られ、入所者 の意識変容 に貢献 する ことが期待 される。
専門家以外の アウ トサイ ダーの受 け入 れは、芸術 によ る好影響 を鑑賞 とい う手段以外 の方法
によ って さらに拡 充 しよ うとす る意識 が運営 サイ ドとアーテ ィス トの根底 にあ ることによる。 そ
の意識 は文化施設以外 に場 を求め る行動 へ とつなが り、教育領域 や福祉領域 へのアウ トリーチに
結実 してい る。 東 日本大震災 の際に も避難所 へのア ウ トリーチ として垣 間見 ることができた。
また、実際に制作 やパ フォーマ ンスに関わ る活動 をす るばか りを芸術活動 ととらえるのではな
く、舞台の設営や広報 のための印刷物作成、 当 日にかか るボ ランテ ィア活動 など も芸術活動 とみ
なす傾 向 もある。例 えば大掛か りな アー トプ ロジェク トで はボ ランテ ィアが重要な戦力 であるが、
彼 らをただ単 に作 業を こなすための人員 とす るのではな く、地域全体 を活性化 するアー トの重要




こう して研究 と実践の トレン ドを概観 してみ ると、芸術 は現在、愛好家 の鑑賞 の対象 としての
















ンアー トを中心に構成 されるアー トプロジェクトに対する一般市民の違和感もその一種であろう。
かつて18世紀のヨーロッパでブルジョワジーの台頭によって音楽や美術は、支配的な帰属先
(教会、貴族など)か ら解放 されて自由を勝ち取 った。芸術の誕生である。 しか し一方では存在
のための社会的システムを喪失 した。ゆえに、芸術は社会 との関係性を自らに持ち込まないこと
でその存在意義を構築 し、美の追求を至上命題 としてきた。その頃に芸術 と認識された音楽や美










現代は、芸術の存在意義 は 「美」に限定されず、公共財 としての多様な価値に広がっていると
とらえる時なのであろう。ホールや美術館という鑑賞の場の提供 はもちろんのこと、ワークショッ
プを通 して参加者に刺激を与えること、イベントにボランティアとして多 くの参加者を取 り込む
こと、専門家ではないアウトサイダーを取 り込むことなども存在意義なのである。ただし、 この
動向は従来からの芸術観を否定するものではない。
3.東 海圏の芸術文 化状 況の概観
それでは東海圏の状況はどうなのなだろうか。本章ではこの地方の芸術状況を概観する。
3.1文 化振興のための条例、及び基本計画





現在、文化振興のための条例を制定 している地方 自治体は、24の都道府県、4つ の政令市、8
つの中核市、とその数 は少ない。愛知県でも名古屋市でも文化振興条例は制定されておらず、愛
知県内では唯一春日井市が2002年度に制定 したのみである。
ただ し文化振興に関する基本計画を策定 している地方 自治体の数は多 く、36の都道府県、14の
政令市、18の中核市が制定 している。愛知県と名古屋市 もこの中に含まれる12。愛知県の文化振
興のための基本計画 は、「文化芸術創造あいちづ くり推進方針 ～"愛 知発"の 文化芸術の創造

























分の1と 少な く、その割に文化施設費は横浜市の7割 弱が使われている。芸術文化事業費の文化
関係費全体に占める割合は、横浜市は約35%、神戸市は約31%、名古屋市は約36%とであるが、
一時的な出費である文化施設建設費を除いた割合は、横浜市は約54%、神戸市は約47%、名古屋










「あいち トリエンナー レ2010」は、「文化芸術創造あいちづ くり推進方針」の5つ の重点方
向のうちの 「1.世界 ・未来に貢献する文化芸術の創造と展開」 として、「都市の祝祭」をテー
マに2010年8月～10月に名古屋市内の4会場(愛 知芸術文化センター、名古屋市美術館、長者





































ティス トを1年に1回県立の医療施設に派遣 したり、郊外の小学校で移動美術館を開催 したりし



















の広範囲を取 り込み、また地域の伝統芸能や伝統文化 も積極的に取 り扱 うべきではないかという
指摘について検討する必要 もあるだろう。
開催地の愛知県民の支持を得 ることは、イベントの成功のためだけではない。県民の地域再評
価やシビックプライ ドへの結実が期待 される。県民が誇 りを持 って地域に住むことにアー トプロ
ジェクトが貢献するということは、芸術文化の大 きな働 きでもあると筆者は考える。
「あいち トリエンナーレ」はまだ1回 のみの実施である。「揺れる大地:わ れわれはどこに立 っ
ているのか:場 所、記憶、そして復活」をテーマとし、「新 しく芸術が介入することで、都市の
可能性を開 くだけではな く、作品を通 じて、すでにわれわれが立 っている日常的な場を再発見す
る16」ことができると考える 「あいち トリエンナーレ2013」が、どのように第1回 の課題を克服
してい くのか、芸術の在 り方を問いかけてくれるのか、期待 したい。
























進が期待できると筆者 は考えている。 しかしながら、 これまでもアウトリーチ活動の必要性が叫
ばれていたものの、全国的に万遍なく行われてきたかと言えば、その状況には遠 く及ばない。東










5.お わ り に
以上、芸術の今日的状況を理解 した上で東海圏の芸術にまつわる状況を概観 し、社会 との関係




しか し、本稿では触れなかったが、文化関係費を概観 した際に名古屋市 と比較 した横浜市は名









ている分野と非常に近いが、 これまでは建築やデザイン、 コミュニティ形成の観点から語 られる
ことが多かったように見受 けられる。音楽や美術においても、芸術活動に携わる専門家や文化施
設の職員が考えてい く必要があると感 じた。




までの新 しい状況を踏まえた上で加筆 ・修正 した論考である。
2関 連学会 も数多 く設立された。文化経済学会く日本〉(1992年設立)、日本 ミュージアムマネージメン
ト学会(1996年設立)、日本アー トマネジメント学会(1998年設立)、日本文化資源学会(2002年設立)、
日本文化政策学会(2007年設立)、日本音楽芸術マネジメント学会(2008年設立)、など。
3「 民芸」 とは、「庶民の生活の中か ら生まれた郷土的な工芸。実用性と素朴な美とが愛好される。大正
末期、柳宗悦 らの造語」である。(「広辞苑」第五版、岩波書店)
















原題は、"PERFORMING ARTS THE ECCONOMOC DELENMA A Study of Problem common
1to Theater,Opera,.Music and Dan e"
8「 ミュージッキ ング:音 楽は行為である」(2011)は音楽 と社会との関係性に関する研究で、既に多 く
の日本の研究者に影響を与えている。
9例 えば長久手市文化の家では 「おんぱく」 と題 して、館内の全てのスペースを会場とした企画を行 って
いる。
10楽器の演奏体験や楽器作 り体験、即興演奏体験、絵画や工作の体験など。










17本 稿では紙幅の都合上省略するが、 これらの施設に対 して行ったインタビューでは様々なサービスにつ
いて話を聞くことができた。
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